
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  ＪＡ京都中央 ２０２1年 11月 30日 №577 吉田 真依 

―ＴＡＣ information―  

２０２１年１１月３０日（火曜日）に「第１回営農者会農産物品評会」を開催いたします。そし

て品評会に出品された農産物の を１２月１日（水曜日）に当ＪＡ本店西側駐車場にて

開催いたします。様々な野菜や花きが並ぶ予定なのでぜひお越しください！詳しくは裏面をご覧

ください。 

 

当ＪＡ管内では、平成 22 年の夏季異常高温以来、夏季高温、カメムシ類等の被害増により、1 等米の比率が低下

しています。カメムシ類については、農薬による防除、色彩選別機により対応が可能ですが、高温障害については、背

白粒、腹白粒、乳白粒、未熟粒等の発生により、整粒割合が減少していました。 

今回、土作りを行い、根張りの充実を中心とした対策を行う1等米づくり実証圃を２圃場で実施しました。 

 

★土づくり  

①有機物の確保 

  JA 活緑、稲わら＋石灰窒素の施用 

  ⇒イネの吸収窒素は半分以上が土壌の有機物由来、有機 

物が適正だと異常気象でも生育が安定 

  ②土づくり肥料の施用 

  とれ太郎（ケイ酸、りん酸、苦土）、アヅミン（腐植）の施用   

★高温障害対策としての施肥  

  受光態勢の向上、光合成量の増大を目的に、基肥にケイ 

酸加里の施用。 

農産物品評会・

を開催いたします！！ 

２圃場とも1等米を生産することができました。 

圃場1では穂数・1穂籾数が多く増収しました。圃場2では

くず米が例年の半分程度に減少しました。

 このような結果から資材コストをかけた土づくりは経営面で

の課題がまだまだ残ります。しかし、土づくりを行うことにより

根張りの充実した健全な水稲を生産すること、環境の変化に

影響されにくい米づくりが可能になることが確認できました。 

圃場１ 圃場２

ヒノヒカリ ヒノヒカリ

24 30

JA活緑 施用量

アヅミン 施用量（kg)

とれ太郎 施用量（kg)

けい酸加里 施用量（kg)

5月3日 5月3日

LP複合スーパー８４４　40ｋｇ
5月25日(7.2-5.6-5.6)

化成１４－１４－１４　40ｋｇ
5月29日(5.6-5.6-5.6)

6月2日 6月5日

７月20～29日（少しひび） ７月15～23日（少しひび）

なし
化成１７－０－１７　20ｋｇ

8月2日(3.4-0-3.4)

8月25日 8月28日

10月10日 10月16日

10a　550kg　くず米21kg
慣行495kg

１０ａ 487kg  くず米11kg
慣行と同時に収穫するので差を確認
できないが、くず米は例年の半分。

１等 １等

40kg/10ａ（基肥施用時に耕うん）

等位

播種日

基肥（10ａ当たり）

品種

面　積（a)

R3 一等米づくり実証圃場の概要

3㎥/１０ａ（3月に耕うん）

40kg/１０ａ（3月に耕うん）

100kg/10ａ（3月に耕うん）

収穫日

収量

移植日

中干し

追肥

出穂期

実証圃場 1の生育の様子 



 


